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問
三
種
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
接
種
は

二
十
二
年
十
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
が
、
き
ょ
う

ま
で
の
三
接
種
対
象
者

に
対
す
る
接
種
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
対
象
者
が
も
れ
な

く
接
種
を
受
け
る
た
め

三
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

重
要
性
を
促
す
周
知
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。
三
種
ワ
ク
チ
ン
は

原
則
自
己
負
担
で
あ
る

が
、
自
治
体
と
国
の
助

成
で
無
料
接
種
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
も
れ
な
く
接

種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
歓
迎
す
る
が
、
国

の
補
助
事
業
が
二
十
三

年
度
末
で
期
限
切
れ
に

な
る
が
。
国
の
助
成
金

が
無
く
な
っ
た
場
合
も
、

本
町
の
独
自
施
策
と
し

て
二
十
四
年
度
も
三
種
ワ
ク
チ
ン
無
料

接
種
を
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
現
在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
）
小
児
用

肺
炎
球
菌
の
三
種
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
（
原
則
自
己
負
担
）
で
あ
り
、
予
防

接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。
町
長
、
教
育

長
も
管
内
の
町
村
長
会
及
び
教
育
委
員

会
を
通
じ
、
国
、
厚
労
省
に
対
し
定
期

接
種
対
象
と
な
る
よ
う
強
く
要
望
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
う
。

答
接
種
対
象
者
等
へ
の
周
知
は
新

聞
折
込
で
行
っ
た
。
子
宮
頚
が

ん
ワ
ク
チ
ン
は
対
象
保
護
者
へ
ハ
ガ
キ

で
個
別
周
知
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
新
生
児
訪

問
や
乳
児
検
診
で
周
知
し
て
い
る
。

子
宮
頚
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
事
業
が
９
９
．
８
％
の
市
区
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
国
を
は
じ
め

関
係
機
関
に

予
防
接
種
法

に
お
け
る
定

期
接
種
に
位

置
付
け
を
要

請
し
て
い
く
。

問
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
会
議
に
お
い
て
、

参
加
表
明
さ
れ
た
現
在
、

農

漁
業

医
療
関
係
、

消
費
者
も
含
め
、
不
安
と

怒
り
が
頂
点
に
達
し
て
い

る
。
関
税
を
な
く
す
対
象

外
品
目
は
９
４
０
、
農
林

水
産
８
４
０
に
な
っ
て
い

る
。
米
を
例
に
と
る
と
現

在
の
関
税
が
な
く
な
る
と
、

国
産
米
で
は
現
在
の
三
分

の
二
以
下
で
流
通
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
標

茶
の
基
幹
産
業
で
あ
る
乳

産
品
は
間
違
い
な
く
崩
壊

す
る
と
思
う
が
、
町
長
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

参
加
表
明
後
に
条
約
を
締

結
す
る
ま
で
の
交
渉
に
は

時
間
が
か
か
る
が
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

時
期
を
み
て
全
町
民
に
呼

び
か
け
勉
強
会
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
国
内
世
論
が
賛
否
拮
抗
す
る
中
で
、

国
民
へ
の
説
明
不
足
は
最
後
ま
で

解
消
さ
れ
る
事
な
く
、
国
際
公
約
と
も
と

ら
れ
か
ね
な
い
発
言
を
急
い
だ
事
は
、
反

対
し
て
い
た
者
と
し
て
は
残
念
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
十
年
以
内
に
関
税
が
ゼ
ロ
に

な
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
う
事
で
、

日
本
乳
業
協
会
は
試
算
の
数
値
を
公
表
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
国
内
的
に
は
、

生
乳
生
産
が
ほ
ぼ
消
滅
し
、
高
級
牛
肉
が

残
る
と
観
測
さ
れ
て
い
る
。
無
関
税
化
に

よ
り

内
外
価
格
差
が
顕
在
化
す
る
事
で

酪
農
全
体
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
勉
強
会
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
、
反
対
運
動

は
、
本
町
酪
農
畜
産
業
の
生
き
残
り
の
た

め
、
農
業

体
質
強
化

を
機
会
あ

る
ご
と
に

国
、
道
に

求
め
て
い

き
た
い
。

川村多美男
議員

町 長町の独自施策として継続実施を予定
３ワクチンの無料予防接種の継続を

黒沼
議員

酪農全体に大きな打撃を与える
ＰＰ参加表 後の本町へ 影響は

町 長 保 料 昇をおさえるよ
護保 の軽 と 護サービス

町  務量が る事から現状
限の移譲を やかに進め

 

町  地域の 性化に努める
新しい移住 流モデルによる地域

 で れ
東 本大 災の被災 におけ 染 き け

深見

 置 、住 合意が 要
の入居待 者解消のため介護 設置を

町 長

川村多 男
議

自施策と て継続 を予定
の無 防接 の を

黒沼俊幸
議員

酪農全体に大きな打撃を与える
ＴＰＰ参加表明後の本町への影響は

深

長 保険料 上昇をおさえる 努力したい
護保険料の軽減 サー の維持を

 量 える 現状では難し

長 式宮
議員

 利用 補助 対応
有行事 の利用を

熊谷善行
員

 

よる地 活性 を

 

 

町 長

一般質問

町
政
を
問
う

一 般 質 問

第
四
回
定
例
会
で
は
、
七
名
の
議
員
が
十
四
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ＴＰＰ反対釧根集会（釧路にて・11月3日）
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問
国
の
介
護
保
険
法
改
定
に
伴
い
、

町
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

二
十
六
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
の｢

第
五

期
事
業
計
画｣

を
策
定
中
だ
が
、こ
の
中

で
六
十
五
歳
以
上
の
一
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
値
上
げ
が
心
配
さ
れ
る
。

標
茶
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
町

や
介
護
従
事
者
の
努

力
に
よ
り
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
と

考
え
る
が

し
か
し
、

一
方
、
高
齢
者
で
あ

り
年
金
暮
ら
し
が
大

部
分
で
あ
る
一
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険

料
が
こ
れ
以
上
値
上

が
り
す
る
の
は
も
う

限
界
に
き
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

介
護
保
険
を
持
続

可
能
な
制
度
と
す
る

に
は
、
第
一
に
国
庫

負
担
割
合
引
き
上
げ

が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
議
会
と
し
て

も
今
ま
で
意
見
書
を

あ
げ
て
き
た
が
、
そ

の
要
求
を
し
つ
つ
も
、

同
時
に
、
今
回
取
り

崩
し
が
可
能
と
な
っ

た
道
の
財
政
安
定
化

基
金
の
取
り
崩
し
を

要
求
し
、
町
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
使
い
、
さ
ら
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
し
、
で
き
る
限
り
介
護
保
険

料
の
軽
減
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

今
回
の
国
の
介
護
保
険
法
改
定
で
は
、

今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
不
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
に
低
下
し
て
い
く
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
標
茶
町
が
築
き
上
げ
て
き
た

介
護
福
祉
の
水
準
を
こ
の
改
定
に
よ
っ

て
引
き
下
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
数
が
増
え
、
介
護

保
険
料
の
改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

だ
が
、
保
険
料
の
上
昇

つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
お
さ
え
る
よ
う
努
力
し
た

い
。介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
標

茶
町
が

築
き
あ

げ
て
き

た
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
基

準
は
、

維
持
し

て
い
き

た
い
。

深見 迪
議員

町 長 保険料の上昇をおさえるよう努力したい
介護保険料の軽減と介護サービスの維持を

多耕平
員

町 長 量が増える事か 状では しい
権限 移譲をすみやかに進めるべき

尾式宮
議員

 車両補助 で対応
少年団大会遠征に町 事バスの利

谷善行
員

 

地域活性化

 

 

問
行
財
政
改
革
、
地

方
分
権
の
確
立
の

一
環
と
し
て
地
方
分
権
一

括
法
が
成
立
し
て
か
ら
十

年
以
上
が
経
過
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
国
の
事
務
は

都
道
府
県
に
、
道
の
権
限

は
市
町
村
に
移
譲
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

道
は
、
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
主
権
型
社

会
」
構
築
を
め
ざ
し
、
市

町
村
に
事
務
権
限
を
移
譲

し
、
現
在
、
積
極
的
に
権

限
の
移
譲
を
受
け
て
い
る

自
治
体
が
数
多
く
あ
る
。

本
町
も
努
力
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
民
に

と
っ
て
は
、
道
が
権
限
を

移
譲
し
て
も
良
い
と
言
っ

て
い
る
「
身
近
な
町
農
業

委
員
会
」
に
権
限
移
譲
を

願
う
の
は
当
然
の
こ
と
と

考
え
る
。
積
極
的
に
権
限

移
譲
を
受
け
、
町
民
に
対
し
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
利
便
性
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
つ
ぎ
の
権
限
の
移
譲

を
早
急
に
受
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
求
め
る
。

（
一
）�

農
地
法
第
四
条
、
第
五
条
、
許
可

に
係
る
事
務

（
二
）�

農
業
振
興
地
域
整
備
に
関
す
る
法

律
、
開
発
行
為
許
可
等
に
係
る
事

務

（
三
）
砂
利
採
取
法
許
可
に
係
る
事
務

（
四
）�

文
化
財
保
護
法
、
埋
蔵
文
化
財
保

護
の
た
め
の
事
前
協
議

答
道
州
制
に
お
け
る
基
礎
的
自
治
体

の
姿
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
中
、

行
政
改
革
を
進
め
て
い
る
本
町
に
と
っ
て
、

事
務
量
が
多
く
、
専
門
的
知
識
を
必
要
と

す
る
事
務
権
限
を
受
け
る
こ
と
は
、
現
状
、

難
し
い
と
考
え
る
。

農
地
法
第
四
条
、
第
五
条
許
可
、
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
開
発

行
為
許
可
事
務
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
観

点
で
の
判
断
が
求
め
ら
れ

的
確
に
対
応

す
る
に
は
農
業
委
員
会
の
体
制
充
実
は
不

可
欠
で
あ
る
。

埋
蔵

文
化
財

保
護
の

た
め
の

事
前
協

議
に
つ

い
て
は
、

権
限
委

譲
の
必

要
性
を

認
め
て

い
な
い
。

川村多美男
員

長町の独自施策として継続実施 予定
３ワクチ の無料予防接 の継続を

黒沼俊幸
員

全体に大き 打撃を与え
Ｐ 参 表 後の への影響は

深見 迪
員

 保 料 上 を えるよう努力 たい
軽 と介 ービスの維持

本多耕平
議員

町 長 事務量が増える事から現状では難しい
権限の移譲をすみやかに進めるべき

員

町 長 町 行事バス・行事利用車両補助金で対応
少年団大会遠征に町 バスの利用を

長 地域 活性化に める

裕美
員

 では受け入 は困難
災地 おけ 染がれきの け入 ついて

迪
員

 

居待機者解 のため介護施 を

一般質問

役
場
庁
舎
内

楽
し
く
運
動
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問
現
在
、
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
大
会
遠
征

総
数
は
年
間
80
回
を
超
え
て

い
る
。

出
場
機
会
の
増
加
・
少
子

化
に
よ
る
大
会
の
広
域
化
に

伴
い
、
人
的
に
も
経
済
的
に

も
保
護
者
・
指
導
者
の
負
担

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
少
年
団
に

よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
の
大
会

に
は
現
地
集
合
の
方
法
を
取

ら
ざ
る
を
得
ず
、
大
会
出
場

に
は
保
護
者
の
送
迎
が
不
可

欠
な
状
況
が
常
態
化
し
て
い

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
出
場

機
会
を
逃
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た

個
々

で
の
集
合
と
な
る
と
交

通
安
全
面
で
も
保
護

者
・
指
導
者
の
精
神
的

負
担
は
大
き
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

出
場
機
会
の
平
等
化
を
図
る
た
め
、
移

動
時
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
町
有
バ
ス

利
用
の
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
る
。
町
有
行

事
バ
ス
の
使
用
許
可
範
囲
・
使
用
基
準
の

見
直
し
の
検
討
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答
町
有
行
事

バ
ス
の
利

用
を
少
年
団
活
動

に
も
適
用
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
使

用
許
可
範
囲
、
使

用
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
平

成
十
八
年
よ
り
町
、

教
育
委
員
会
、
社

会
福
祉
団
体
、
町

内
小
中
学
校
行
事
に
限
定
し
て
い
た
使
用
要
綱

を
要
望
の
多
か
っ
た
町
内
会
、
地
域
会
、
高
齢

者
団
体
、
社
会
教
育
認
定
団
体
ま
で
拡
大
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
社
会
教
育
認
定
団
体
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
利
用
も
可
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
団
体
数
の
拡
大

に
よ
り
年
間
一
団
体

一
回
程
度
の
利
用
と

な
る
が
、
利
用
に
関

し
て
本
町
の
振
興
上

さ
ら
に
必
要
と
認
め

る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
行
事
利
用

車
両
補
助
金
や
遠
征

に
関
す
る
補
助
も
あ

る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

 

長尾式宮
議員

町 長 町有行事バス・行事利用車両補助金で対応
スポーツ少年団大会遠征に町有行事バスの利用を

谷
員

町  地域の活性化に努 る
新しい移住 交流モデルによる 域 性化

木裕美

 受け入れは困難
地 汚染 れき 受け れ

深見 迪
員

 場合、住民
居待機者 消のため介 施設設

問
①
移
住
促
進
関
係
機
関

等
へ
の
情
報
提
供
に
よ

る
本
町
へ
の
移
住
や
問
合
わ
せ

の
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

②
総
務
省
「
緑
の
分
権
改
革
」

調
査
事
業
に
お
い
て
、
新
し
い

移
住
・
交
流
モ

デ
ル
と
し
て
企

業
と
の
連
携
に

よ
る

転
地
型

テ
レ
ワ
ー
ク
事

業
」
が
他
町
に

お
い
て
採
択
さ

れ
た
。
こ
れ
は

都
市
企
業
と
市

町
村
の
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
と
し
て

お
互
い
の
ニ
ー

ズ
効
果
に
お
い

て
、
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
と
地
域

の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え

る
。本

町
に
は
㈱

イ
ン
ス
メ
タ
ル

社
の
事
業
所
が

そ
の
例
と
考
え
る
が
、
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
事
業
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
を

伺
う
。

答
森
林
と
農
地
の
地
域
区

分
と
、
こ
れ
ま
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、

全
町
的
な
見
直
し
精
査
を
進
め
、

早
い
時
期
に
本
町
農
業
振
興
に

必
要
な
土
地
を
適
切
に
区
分
し

た
い
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、

会
社
以
外
の
場
所
で
会
社
業
務

を
推
進
す
る
柔
軟
な
形
態
と
働

き
方
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の
実
現
、

災
害
等
へ
の
リ
ス
ク
分
散
な
ど

の
企
業
価
値
の
向
上
の
ほ
か
、

都
市
部
か
ら
の
人
材
の
転
入
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る

起
業
創
出
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
研
究
を
進
め
企

業
誘
致
や
企
業
進
出
情
報
に
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
、
町
の
Ｐ

Ｒ
を
進
め
た
い
。

村多美
議員

長町の独
３ワクチン 接種の継

黒沼 幸
議

酪農 に大 な打撃を与える
ＰＰ参加表明後の本 への影響は

 よう努力 たい

本多耕

長 状 は難し
るべき

長 町 行 バ ・行 用車 助金
ーツ少年団 会遠征に町有 事 利 を

熊谷善行
議員

町 長 地域の活性化に努める
新しい移住・交流モデルによる地域活性化を

鈴木裕美
議員

 状 は 難
東日 大 災 お る汚 が の け に い

深見
員

 設置の 合 住民 意 必要
ら 園の 待機者 消の 介護 設

長

一般質問
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川
村
多
美
男 

議
員

公
立
学
校
の
防
災
機
能
の

向
上
に
つ
い
て

問
大
規
模
地
震
発
生
時
、
児
童
生

徒
と
職
員
の
安
全
確
保
が
第
一

で
あ
り
、
教
職
員
室
や
体
育
館
等
の
非

構
造
部
材
の
地
震
時
に
備
え
た
落
下
・

転
倒
防
止
の
点
検
、
避
難
訓
練
の
実
施

等
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。
又
、
災
害
時
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
被
災
し
た
場
合
、
ト
イ
レ
、
水
、

電
気
、
ガ
ス
、
情
報
伝
達
手
段
等
の
機

能
保
持
の
対
策
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
災
害
時
の
電
源
対
策
も
必
要
で
は

な
い
か
。
避
難
住
民
が
長
期
に
亘
る
避

難
所
生
活
を
す
る
場
合
は
、
食
料
、
飲

料
水
、
生
活
必
需
品
等
の
備
蓄
や
学
校

敷
地
内
に
備
蓄
倉
庫
を
整
備
す
る
等
の

対
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
は
避
難
所
と
し
て
設
定
し
た

場
合
、
災
害
協
定
を
む
す
ん
で
い
る
事

業
体
や
町
、
関
係
機
関
等
と
連
携
す
る

中
、
確
保
対
策
構
築
が
現
実
的
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
は
貴
重
な
提
案
と
受
け
止

め
る
が
、
施
設
整
備
総
体
と
の
関
わ
り

か
ら
十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

生
活
必
需
品
の
備
蓄
は
災
害
防
災
協
定

を
締
結
の
中
で
検
討
し
た
い
。
要
援
護

者
対
応
は
長
期
の
場
合
、
保
険
・
医
療

機
能
が
対
応
可
能
な
施
設
で
の
受
け
入

れ
を
行
う
等
す
み
分
け
が
必
要
と
考
え

る
。

川
村
多
美
男 

議
員

水
質
源
保
全
地
域
に
お
け
る
届

け
出
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問
道
は
（
仮
称
）
北
海
道
水
資
源

の
保
全
に
関
す
る
条
例
制
定
に

そ
の
他
の
一
般
質
問

一般質問

塘路小中学校の太陽光パネル

問
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
九
ヵ
月
が
経
ち
被
災

地
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
、
特
に
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
今
だ

高
レ
ベ
ル
の
放
射
能
の
放
出
が
続
き
、
又

あ
ら
た
に
高
濃
度
の
汚
染
水
が
海
中
に
流

れ
出
た
恐
れ
が
判
明
す
る
な
ど
事
故
の
収

束
は
見
通
し
が
つ
か
な

い
。震

災
に
よ
る
が
れ
き

処
理
、
中
で
も
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き

は
安
全
に
処
理
す
る
方

法
も
な
い
。
福
島
の
痛

み
を
日
本
全
体
で
分
か

ち
合
う
事
は
理
解
す
る
。

し
か
し
こ
の
地
域
を
放

射
能
で
汚
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
町
長
は
受
け

入
れ
に
つ
い
て
町
民
と

議
会
の
意
見
を
聞
き
判

断
す
る
と
言
わ
れ
て
い

た
が
釧
路
広
域
連
合
は

受
け
入
れ
を
拒
否
と
の

報
道
が
あ
り
、
釧
路
管

内
消
費
者
協
会
に
よ
る

北
の
く
ら
し
セ
ミ
ナ
ー

で
も
受
け
入
れ
に
反
対

す
る
決
議
が
行
わ
れ
た
。

当
議
会
で
も
「
放
射
性

が
れ
き
を
他
の
都
道
府

県
に
移
動
し
、
焼
却
処

分
を
し
な
い
事
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

出
し
て
い
る
が
、
住
民
の
健
康
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る
汚
染
が
れ

き
受
け
入
れ
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
聞

く
。答

国
の
責
任
を
明
確
に
し
、
安
全
の

確
保
や
正
確
な
情
報
の
提
供
を
講

ず
る
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
北
海
道

と
し
て
広
域
処
理
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
事
、
受
け
入
れ
に
係
る
運
搬
経
路
、
周

辺
自
治
体
及
び
関
係
団
体
等
に
対
す
る
合

意
形
成
は
国
及
び
道
の
責
任
で
行
う
こ
と

な
ど
の
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
被
災

地
を
支
援
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
も
の
の

現
状
に
お
い
て
は
受
け
入
れ
は
困
難
で
あ

る
。条

件
整

備
さ
れ
、

具
体
的
な

要
請
が
あ

っ
た
段
階

で
、
町
議

会
や
住
民

の
意
見
を

聞
き
な
が

ら
判
断
し

た
い
。

 

 

 

 

鈴木裕美
議員

町 長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見

町  設 の 合、住民 意 必要
や ぎ園 入居 機者解消の 介護施設設置を


